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たことがあるが， Sarit首相が受付：ナなかったといわれているO 今回の Thaweeの辞
任については各新聞論調は一般に Thaweeに対して好意的であるc これば国営企業の
経営；こ対する国民の不満や疑惑を代弁しているよう（こ思われるc かくて， Thawee首
相の感留もむなしく Thaweeは辞任し，前 SEATO事務局長 PoteSarasin開発相
が新たに後任に任命され，この問題立一応解決された。
















の勢力争いのものとが考えられるが， FarEastern Economic Review ( 3月12日号〉
は後者について， PrapasCharusathira内相， ChittiNavisathira三軍最高司令官補
佐， KrisSrivara第一軍司令官の 3人が Thanom首相の後継者を目論んでいるが，い
ずれも力が均衡していると述ベラ タイの政治は表面上は安定しているように見えても
事態はきわめて流動的なものであると結んでいるc
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1. 陸軍 Prabhand Kulpichit, Chalor Chalukras, Surachai Poonsapaya苛 Rasmi
Rajnivat, Viroj foyasa, Borboon Chulcharit, Netr Khemayodhin. 



















第 2期計画はパJレプの自給を100%1’こすることである。 これは第 1期完成の 5年
後に 1億4600万ノてーツの費用をかけて行われる c この原材料には竹が用いられタイ
農民に新しい所得源を開発することになるだろう。（World.3) 
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Thai Lubricant and Asphalt Co., Ltd.は日産1000パーレルの潤滑油とアスフアル
トを生産する。
現在，タイで操業している石油精製会社は日産 1000バーレJレの FarngRefinery. 
会社（chie時 mai）.現在，試運転中の BangJark国防省精製所（日産， 5000バーレル〉
Shell石油が援助している日産 3万5000バーレJレのタイ石油精製会社と， Thai As-




































にはいかない。すでに， ThePaper Products Co., Ltd.とTheBangkok Paper 
Factoryの両工場がBクラスに入っており Kearns会社の輸入税を免除すること
は不公平で、ある。 Kearns会社がセメント袋のようなクラフト紙だけを生産寸れ


















（注〉 上記13県は次の通り。 Chiengmai,Lampoon, Lampang, Uthaithani, Cha-
inat, Singburi Lopburi, Angthong, Supahanburi, Saraburi, Ayudhya. 
2月6日
Vマレーシア問題に関する三国外相会議が聞かれた。










V 日本のトヨタ自動車株式会社が10日， SamutPrakarnに月産 300台の乗用車，
トラックの組立工場を完成した。










V タイ東北地方の SakolNakorn県の NamPungグム建設と水力発電機建設の
契約調印が11日午後国家エネルギー会議（NationalEnergy Council）；こおいて行わ
れた。 1965年10月完成すれば Sakolχ akornとNakornPhanom；こ 6万5000KWの
電力を供給出来る。ダム建設と発電機の契約は Christiani& Kielsen 〈タイ〕によ
って，配電設備の供給契約は日棉実業；こよって行われたc
ダム建設の総工費は5350万パーツであり，配電設備の購入に130万パーツである。




V総理府スポークスマンによると，政府：二 N.E.D.C.：こ属す BangPa-in Paper 










彼はマレーシア首相 TunkuAbdul Rahmanにマレーシア北部の Penangで会談
を聞く斡旋を依頼したがう Thanatタイ外相が拒絶したと述べ‘ “Thanat Khoman 
は私を憎んでいる”と語ったc そして， Thanat はPenangの頂上会談に賛成しな
-( 26）一 -226-
タイ













武官と 3人の文官が任命された。武官： SurakitMayalab中将， Prakorb Charu-
mani大佐， SiriDesabhu大佐， PanjaMekvichai大尉，文官： Mr.Ovad Ovadna-










1. ベ ン ジ ン 1リット Jレ当り 1パーツ
2. ケ ロ シ ン 1リットル当り 50サタン
3. ジェット燃料 1リット Jレ当り 50サタン
4. ディーゼ、 Jレ油 1リット Jレ当り 15サタン
5. 潤 滑 油 1リットJレ当り 1パーツ
6. 石 油 ガ ス 1メート Jレトン当り 1000パーツ
7. 涯 青 1メートJレトン当り 1500パーツ
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8. その他の石油製品 1リット Jレ当り 1パーツ
9. その他の副産物 1メートルトン当り 1500パーツ























l 14日の RadioThailand ；こよれぽ， ChittiNavisathira大将はタイの海・空軍の
大将へ任命された。
, Nai Pote Sarasin開発相の報告によると，南タイの Phuket開発計画が実行さ
れる。 Pote開発相の説明によると，政府は Phuket島と本土とを Bhangngaで結ぶ
橋を計画中である。また， PattaniのTani河に総工費3億500.万凶パーツでダムが建
設中であり， 2万7000kwの水力発電機が設置されるoKrabin県の BangPoo-dam 
ではリグナイトを用いる火力発電所が建設中であり，来月から発電出来る。ここ；Jこ







議長， Nai Pote Saras in 
委員， ChaleeSindhusophon海軍少将， Dr. Serm Vinichaikul, Dr. Charng 
Ratanarat, Sawaeng Senanarong中将， NaiPrayad Buranasiri, Luang Yukta-
sevi Vivat, Vichai Pong-anant中将， LuangSamrit Visavakum, Chalermchai 
Charuvastr中将， Nai Sawaeng Kulthongkham, Nai Vicha Settabutr, Nai 
Leng Srisomwong, Nai Banjurd Cholavicharn, Nai Osoth Kosin. 
実行委員会メンバーは次の通り。
Chalee海軍大将， Luang Yuktasevi Vivat, Luang Samrit, Nai Saprang 
Thephasdin, Nai Boonma ¥Vongsawan, Nai Osoth 
2月 15B 
V投資委員会は 4つの織物工場と自転車会社と自動車組立工場を奨励産業に決
定したO これらの新工場により BangkokThonburi地区の工場数は 2万 0692とな
る。
(1) Burapa Weaving Co., Ltd. Samutsakornで日産280万ヤードのポプワンと
白シャツを生産する。（2)Mr. Chai Chotuprasit氏による工場は年産500万ヤード
の布を生産する。現在， 1日当たり l万4000平方米の布の漂白及び染色出来るが，
これが 4万6000平方米に拡張される。（3)Thonburi Weaving Factory Co., Ltd. 
は年産560万平方メートルのポプリン生産能力に拡張される。（4)Thai Thong 
Weaving Co., Ltd. (5) Honda Motor (Thailand) Co., Ltd.年産 1万2000台のオ
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り， 1日乃至8日間の召集が行なわれるc このテストは Maehongson,Chiengmai 
Lampoon, Lampang, chiengrai, Prae, Nan, Uttral:lit, Sukhothai, Pitsanuloke, 
Pichit, Pschaboon, Tak, Kampaengpet, Nakorn Sawan Uthaithani, Chainat 










Nai l<onthi Suphamongkhon首相付外交担当顧問は19日， SEATOの事務局長に任命
された。 Konthiの任期は1965年 4月までであるc
曹タイの錫価格は国際価格を反映して高騰している。ロンドンの錫価格はトン当




















































これは 2月14日に故 Sarit首相の前夫人 ChaveeThanaratと2人の息子
Set ha Thanara t大J封， Somchai Thanat 中尉の 3名が民事裁判所に故 Sarit
首相の遺産管理権の指定を請求したことからにわかに世人の注目を集めるに
到った。 Sarit首相は莫大な遺産を残したといわれているが， 遺書が 3月の
葬儀が終るまで聞かれないため， これをめぐって遺族の間にさまざまな動き
が行われ世入力興味を集めているc












l' Yang dipertuan Agonマレーシア国王夫妻は24日，のタイを訪問した。



























次官の妻） Nang Chirawat Pangarachunはこのことについて「父は現在帰国する気
はありませんO 東京で全く宣言わせに暮していますc 手術後，健康も回復しました」
と語っfこC

















, 28日のビ、Jレマ政府機関紙［労働者新聞Jによれ：乙 Thanat Khomanタイ外相






, Tunk Abdul Rahmanマレーシア首相は28日午後， HuaHin ：こ到着したτ
2月 29日

















































ノミーツと急速にのび，最近では 1信：パーツを突破しているc Livestock Trading Co-
operation （略号LTC）は55年にこのような畜産業の発展を背景にして生家畜輸出の
民間企業として設立されたが， 59年の DL F借款を契機iこ屠誌食肉加工の設備がな
され資本金も 200万パーツから 3000万パーツに増額されて国内の食肉の流通機構に重
要な位置をしめるに到った。現在， LTCは Bangkok市により 97%の株式を所有され
市内における家畜の屠殺，食肉の販売を独占している。そのため‘食肉不足の不満は
常に LT Cを通して市一内務省政府へと向けられてし、るニ
昨年の 1月に豚肉価格が上昇した際に；土、 社長が更迭され，豚買付けがキロ当リ 4
パーツから 6.5パーツに値上げされ，小売価格が17パーツから 15パーツに引下げら





































196 4年 3月 1B

































’警察は東北地方4県で（Udorn,Kalasin, Sakol Nakorn Nakorn Phanom）共























, Pote開発相は 6日の記者会見で， 本年度の外国投資の見通しは明るいと語っ
た。




















, Nai Phuang Suwannarat内務次官補によると， タイ国境附近の当局はピノレマ
政府のカレン族に対する激しい攻撃の結果，国境内へ侵入してくるのを阻止するた
め警戒体制に入った。





















けを交渉中だといわれるc この内訳はスピンドル油2700トン， neutraloil 1900トン，
bright-stock oil 8000トンである。また工業省筋の発表によれば， アメリカの精油
会社 OttoHackerが北部の原油資源の開発を申し込んでいるといわれる。（World
11日）
, Thanom首相はタイ農民銀行（ThaiFarmers Bank Ltd.）と UnionBankに
それぞれ口頭で理事及理事長職からの辞意を表明した。なお Thanom首相は他の守
閣僚にも彼の例にならうよう要望している。（World.10日〉
, Prayoon Karnchandul経済省国内商業局長は， タイの麻袋工業；土増産するだ
ろうと次のように語った。 「タイの麻袋の需要を満たすために努力しなければなら
ない，麻袋の需要は農産物の包装のために12月～ 4月にかけて最高となる。現在，




訳は l¥fokdaharn県10入、 KhamCha-ee県 6人ラ Nakorn Panom県16人， Kalasin
県15人， SakolN akorn県2人である。（World11日〕





































































イで建設される 3番目の石油精製会社である。 (2月4日，参照） (World. 13日〉
V石油輸入業者や販売業者は ThaiOil Refinery Companyが操業を開始すれば
石油製品の輸入が禁止されるという報道に深い関心を表わしている。 SummitInd_ 
ustrial Corpの副社長 C.]. Huangは BangkokWorld紙への手紙で「TORCの
生産能力は我国の需要を賄うに不充分である」と次の様に述べている。









, Thanom首相ほ13日，いくつかの反政府活動が進行していると語ったc Sarit 
首相の死後， Bangkok市ではクーデターの噂が流れている。（TheStraits Times. 
14日〉










































ading Cooperation Companyが豚肉取引きを独占しているO “自由取引き”計画
によると，豚肉は民間の豚肉販売者を通じて販売されるとになる。この場合， Liv-
estock Trading Cooperation Companyは単なる豚肉販売者のーっとなるだろうこJ
3月 19日
V警察は19日午後， Paradornの共犯者として SamranChoonchaoを逮捕した3







































にPost紙が市中銀行を調査したところによると， 特別な変動は見られず， buying 













, Pote開発相によれば， タイの錫生産は漸増し， ITCによる輸出割当も増加し
ている。 Pote開発相はまた割当外輸出のために ITCから罰金を科せられたという
報道を否定した。









, )Jai Bunchana Atthakor副開発相の発表によると， 政府は Chumporn-Na-
korn Srithammaraj間道路と Lomasak-Saraburi間道路の建設に関して借款を求
めている。世銀と AIDが考えられるが世銀利子は5.5%であり AID利子は 3%で
あるため政府は AIDから借款を求める意向で AIDと交渉中である。しかし， AID
はその他の機関から借款が得られない場合にのみ借款供与を考慮するといわれてい
る。
























議長， Nai Thawee Bunyaket, Thanom首相， Wanl司Taithy叫corn副首相， Sunt司
horn蔵相， Thanat外相， Prapas外相， Pueyタイ銀行総裁， Pote開発相等と会談
し4月1日， Saigonに向けて出立する予定である。
, ?¥ai Banjurd Cholavicharn貿易委員会議長によると， この 3ヵ月間の米輸出
総量は40万トンに達し昨年実績を上廻っている。




N" ai Ban jurd貿易委員会議長によると，商業銀行での米ドル売買レートに変化は
ないが，闇市場レートは上っている。 28日午後のレートは buyingrate 21, 30パー
































































































（注〉“NewLook for Thai Village" Christian Science Monitor 1964. 4. 14., 
“Thais gain in bid to block Reds" N. Y. Times 1964. 1. 2. 





















(UPI Reuter-B. P 4. 3) 







kok World略号 B.W. 4. 3) 
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4月3日









’コンティ SEATO事務局長， タウィー空将はマニラの SEATO会議に出席す
るため出発した。














次の通り， ThaiToray工場， 1億4800万パーツ， FireStone Tire Factory, 1 
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鉄板工場2工場に 2億1000万パーツ，ゴム工場に 1億パーツ，セメント工場拡張






レを防ぐために30億ノミーツに制限される。（B.W. 4. 6) 
4月7日
’豚肉価格対策－LivestockTrading Cooperation会長 NaiThawin Sunthorn-
Sarathoon内務次官は， L.T.C社長の更迭と，豚肉公定価格の 2パーツ引上げ
(14パーツから16パーツへ〉，パンコック周辺12県における養豚奨励を発表した。内
務省行政監督委員 NaiChoochai Suwannarangsiが PongThipyavathi少将に代
って社長に就任する。







































(3) タイ・シルクは62年の 2400万パーツに対して581万4000ヤード， 3400万パ
ーツが輸出された。




ク材は 3万2180立方米， 13万6000パーツで前年水準よりも低下した。（B.W. 4. 
12) 
V奨励産業の認可 投資委員会は先週，次の諸企業を奨励産業に認可した。
(1) Thannidr Industries Company ；年産 1万台のテレビ組立工場
(2) Glaxo Group Company ；製薬工場
一（ 54）一 - 70 -
タイ
(3) V arnich Flour Mills ; 年産600万kg製粉工場
( 4) Siam Starch Pr吋 uctsCompany ；年産1350万kg製粉工場
(5) Nai Dul Adulvichitr; 日産1万3000kg食料油及び日産5万kgぬか油工場














, Nai Thawin Sunthorn sarathoon内務次官によると，山岳族の言葉に通暁し
た中共兵が北ビ、ノレマの DoiTung, Thachilekに配置され， そこから北部タイの山
岳族に惨透している。このレポートはチェンマイの県知事から送られて来たもので
ある。



















































































































Jute Cutlings; 1立方フィート当たり 30.25ドル（ 3ドノレの引下げ〉







(B. W. 4. 24) 






































する。 64学年度の義務教育対象者は 3万2879で， 市立の72校，公立25校，私立497
校にそれぞれ収容される。（B.W. 4. 28) 
V世銀により準備された投資問題に関する法律専門家の諮問会議が開催された。
出席国はアフガニスタン，オーストラリア，セイロン，台湾，インド，イラン，イ
スラエノレ， 日本， ヨノレダン，韓国，クエート， レパノン，マレーシア，ネパール，
ニュージーランド，パキスタン，フィリピン，タイでめる。







(B. W. 4. 28) 
4月28日

















Corporation of Thailand）は西独政府に約1000万マルクの借款を申込んだ。 30～50




























1965年度（64.10. 1～65. 9. 30）の予算案が閣議で承認された（5.6）。それによる



























省別一一一～ I ! 19侃（構成比〉 19臼（構成比） 1965 （構成比〉
1. 中央基全： 1,813.1( 18.0) 1,677.1( 15.0) 1,406.7( 12.0) 
2. 総 理 府 ： 577.7( 5.6) 530.2( 4.6) 530.9( 4.3) 
3. 国防省. 1,621.8( 16.0) 1,760.7( 16.0) 1,919.8( 16.0) 
4. 大蔵省. 292.0( 2.8) 282.5( 2.5) 313.5( 2.6) 
5. 外務省 94.4( 0.9) 99.0( 0.9) 110.4( 0.8) 
6. 農 林省 740.1( 7.1) 267.2( 2.3) 292.1( 2.4) 
7. 運輸省＇ 904. 8 ( 8. 7) 272. 8 ( 2 .4) 288. 4 ( 2. 4) 
8. 内務省 1ラ487.4(14.0) 1,774.0( 16.0) 2,055.1( 17.0) 
9. 法務省 68 .4 ( 0. 7) 73. 6 ( 0. 7) 78 .4 ( 0. 7) 
10. 文部省 1,625.7(16.0) 1,757.5( 15.0) 1,939.7( 16.0) 
11. 経 済省 36. 9 ( 0 .4) 50. 7 ( 0 .4) 51. 9 ( 0. 4) 
12. 協同組合省 t 88.5( 0.9) （注）
13. 開発省 1,735.7( 15.0) 
14. 保健省 324.7( 3.1) 398.1( 3.5) 
15. 工 業 省 55.0( 0.5) 32.0( 0.3) 
16. 王立学術院 1 0.6( 0.0) 0.8( 0.0) 
17. 議会事務局 i 15 .4 ( 0. 2) 15. 5 ( 0 .1) 
18. 宮内庁 J 27.3( 0.3) 32.4( 0.3) 
19. 王室事務局 0.7( 0.0) 0.8( 0.0) 
20. 国営企業 1 605.4( 5.8) 669.1( 5.9) 








21.合計 10,380.0(100.0) 11,430.0(100.0) 12,250.0(100.0) 
出所； 1963, 1964については Bankof Thailand. Monthly Report Oct. 1962, 









ー・モニュメントに置かれた。花環を置いたのは SunghornKaewnetr, Chamnian 
Kaewithong, Vaipote Wanboonmaの3名で，現場で逮捕された。〔BangkokPost. 




















































総理府（PrimeMinister’s O伍ce) 531 
大蔵省（Ministryof Finance.以下 Ministry略） 314 
国防省（Defence) 1920 
外務省（ForeignAffairs) 110 












国会事務局（Secretariatof the National Assembly) 16 
宮内庁（RoyalHousehold O伍ce) 33 
王室事務局（RoyalSecretariat) 1 






























ての自己の立場を再検討せざるを得ぬかも知れない。〔B.P. 5. 8〕 I 
Vアメリ力，タイに武器供与一一アメリカからタイ空軍に戦闘機，練習機，ヘリ
コプターなど数種の航空機が供与された。供与された航空機の中には，新型輸送機














〔ReuterB. P. 5. 7〕
’ New Fire Stone社の新タイヤ工場操業開始一一NewFire Stone会社の新タ
イヤ工場が操業を開始した。現在，タイは年間1000万ドルのタイヤを輸入している
が，新工場設立により将来は輸入を80%減少することが出来るといわれる。なお，
建設費は 2億2000万パーツ。〔B.P. 5. 6〕
5月8日
一（ 68）ー - 80-
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の借入れをうけるC 〔B.P. 5. 9J 





United Flour Mill Co., Ltd.会長 FuenRiddhagni空将は，自社の新工場につ
いて次のように語った。
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員40名を連行した。 40名は，ピノレマ警察によりマリト地区に拘留されている。



















































るが，来年度は 1億パーツを国庫に収めさせる。〔B.P. 5. 11〕
5月 12日
V ソ連，タイ語放送開始一一モスクワ放送は， 5月15日からタイむけタイ語放送














文部省に近い筋によると，政府は学生 l人当たり 5000パーツを使っており， 1万




















2. 南部の道路の舗装（アスフアルト〕を 3年以内に行ない， 5年以内に全幹
線道路を舗装することに最重点を置く。
この新計画は， 5100kmにおよび新国道建設を 5年以内に行なうのに， わずか
16億ノミーツの支出しか予定していない。新幹線道路は主として人家の少ない土地
に建設されるので，土地購入費はわずかですむものと期待されている乙
CB. P. 5. 13] 
V ヤンヒ一発電所完成近ずく一一濯概局長 MomluangXujati Kambhuはラター
ク県ヤンヒーのプミポン・ダムが5月15日に活動を開始すれば，チャオプラヤ河流
域の三つのダム建設計画のうち 2つまで、が遂行されたことになろうと，次のように
























する。 4ヵ国は， 1964年， 1965年の乾期に，パノレフ。製糸技術者，森林学者よりな






















ク・トンブソ地区は 5月15日午後4時から 5月20日まで警戒体制に入る。これは 5
月17日のプミポーンダムの完成式に多くの政府高官が出席するためである。




(1) Ma Bulkul Company; 216室
(2) Rajasumit Hotel Company; 128室
(3) Nai Suthiphong Srivikorn; 104室
( 4) Chunsri Panich Company ; 100室
工業
(1) The World Trading Company ；年産400万kgの樹脂加工
(2) Orientalice Grund Industry ；年産1500トンのカーパイト工業
(3) Thai Teijin Company ；年産240万ヤードのテトロン及び毎年 120万ポン
ドの染色・漂白工場
(4) Nai Hin Kee Sae Boo ；毎年180万kgの染色，捺染，漂白工場
（町 Rama Porcelain Industry Company ；年産150万 kgのタイル工場
(6) Nai Vichit Patpongpanich；年産18万立方メートノレの砕石工場
〔B.P. 5. 11〕
5月 17日










































































また， 他の情報筋によると， インドネシア共産党 PKIはラ The Pan-Malayan 

























ないと考えている。〔B.P. 5. 20: 
’ラオス避難民対策一一パテト・ラオの攻勢にともない多数の避難民がでるもの
- 89ー 一（ 77 ）ー
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と予想されるが， これら避難民のあっかい方について， 内務次官 Nai Tha,vin 






ぱあいに備えてタイ国むけのピザ、をとった。：B.P. 5. 19J 
Vゲリラ討伐でマレーシアと協定の予定一一マレーシア国王は国会開会の演説で
マレーシア政府はタイ国政府と国境付近で活動のゲリラ討伐のための協定をむすぶ
予定である，と述べた。：；Reuter-B.P. 5. 20: 
, J otisi Devakula殿下は，外務省スポークスマンの資格で次のように語った。
タイは南ベトナムに軍隊を派遣してべトコンとの戦闘に参加するようなことは
しないが， “他の形で”南ベトナムを援助することになろう。いかなる援助を行




款が与えられるかどうかはまだ、決っていない。 CB.P. 5. þÿ 1 90
Vパンコック市補正予算承認一一一パンコック市議会は，約1158万パーツの補正予
算を承認。〔B.P. 5. 20] 
V国家教育委員会事務局長 KamhaengPalangkurの発表によれば， Mathayom 
8年の試験を受験した5000人のうち3500人が合格，今年度の大学入学資格を得た。











































- 91ー ( 79）一
タイ




































大臣秘書官： 4300～4900 〔B.P. 5. 24] 



























この他に諸外国により 406件の教育目的のための贈与， 78人の専門家， 316万
3208ドルの設備などが供与された。〔B.P. 5. 23〕
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7. 予算局は，南部開発計画の財政的裏付について考慮すること。 CB.P. 5. 28〕
5月28日






fこO CB. P. 5. 28〕























































1958 I 1959 1 1960 I 1961 1 脱（鵬
輸出 l100 T 111 I 134 [ 155 ！国 I151 
輸入！ 100 1 109 I 116 I 124 I 138 I 150 
（出所〉 I. M. F. International Financial Statistics, May, 1964. 




























1957 48.1 18.6 1.0 1.1 0.6 30.6 
1958 46.1 20.5 2.8 2.8 1.1 26.7 
1959 34.1 30.8 3.3 2.6 1.2 28.0 
1960 29.8 29.9 6.4 3.2 2.7 28.0 
36.0 21.3 6.0 4.3 6.3 26.1 
1962 34.0 22.2 5.3 4.2 6.1 28.2 
1963 35.7 19.5 8.5 3.7 2.7 29.9 
（出所） Bank of Thailand, Monthly Report, April, 1964. 
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326 I 214 
348 I 290 
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で＼＼国）日 本！アメリカ イギリス 西 独
ロ；輸入 l輸出l赤字 J輸入 j輸出 l赤字輸入輸出赤字輸入輸出 l赤字
1958 1.9 0.5 i 1.4 1.4 t 1.2 I o.3 i o.9 o.3 o.s 0.5 0.2 0.4 
1959 2.3 0.9 , 1.4 1. 5 1. 9 ! tiO . 4 0 . 9 0. 2 0 . 7 0.6 0.2 0.4 
1960 2.5 1.5 0.9 1.6 , 1.2 i 0.4 ; 1.0 0.4 0.6 0.8 0.4 0.4 
1961 3.0 1.5 1.5 1.5 0.9 0.6 1.0 0.8 0.2 0.7 0.5 0.2 
1962 3.4 1.4 ! 2.0 2.0 0.8 1.1 1.0 0.5 。‘6 0.8 0.5 0.3 
1963 4.1 1.8 2.2 2.2 0.7 1.4 1.1 0.4 0.8 0.9 0.5 0.4 



























































Iグルーフ。 （ 安 定 ｜ 安
Eグループ i 安 定 ｜ 変
Eグループ ｜ 変 動 ｜ 安





































































しているo . (B. P. 6. 1) 
同日の記者会見で蔵相はバナナと砂糖きびのプランテーションに日本の資本を誘
致するためにブーン工業相が日本を訪閣中であることを明らかにした。






入したが，本年度は 8000万パーツ， 明年度は 1億ノミーツの国庫納入を予定してい
る 。 （B.w. 6. 2) 
6月 2日
Vタイ・ピルマ関係一一駐タイ・ピルマ大使 U Ba Sawはこのほど任期を終え
帰国するが，タイーピルマ関係について次のように語った。








に進駐させない。 (B. P. 6. 2) 
’東北タイで畜産奨励一一内閣は南部における水牛の飼育と，東北部における牛
の飼育を奨励することに決定し，内務次官 NaiTawin Sunthornsarathoonを議長





















大学，医科大学 Siriraj病院医学部が合併， プミボーン大学と改称する0 Kasetsart 
大学は婦人病院に設けらる予定の薬学部と医学部を併合してパンコック大学と改
一（ 94）一 - 78 -
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称，チュラロンコン大学には，何らかの方法により医学部，薬学部，歯科を設ける。
(B. W. 6. 14, B. P. 5. 15) 
6月4日
V憲法起草を急ぐ一一タノム首相は憲法の起草委員会の会合を現在の週1回から
週2回に増やして記草のスピードアップを図る旨言明した。 (B. W. 6. 5) 
V軍人事一一
1. Saard Sirirak （大佐→少将〉
2. Porn Tanapoom （大佐→少将）
3. Prayad Nilakupt （少将→中将〉
4. Amnuay Somanat （大佐→少将〉



















(B. w. 6. 4) 
v水利費は値上げ一一議会は 4日の第l読会で濯瓶の水車j費として年間ラライ当
り10パーツを越えない額を濯1慨の水利費として徴収する権限を付与する法案を通し







答えた。結局，法案は84対6で第1読会を通過した。 CB. W. 6. 5) 
V タイの水産業一ーキャンベラの FAQセミナーでタイの水産局の代表は「タイ
の水産業は開発計画の目標を十分果しており，年産30万トンの水揚げを行っているJ











考慮されるべきである。 (B. P. 6. 5) 
V憲法起草，今年中に完了の予定一一憲法起草委員のピヤ・アツタカリ法相とタ
ウィー・ランカム副内相は，憲法草案の起草はほぼ年内に終る見通しであることを








を公表するであろう。これだけで、職権濫用を防ぐに十分である。 (B. P. 6. 7) 
曹議員選出方法に関して一一面lj内相タウィー・ランカムは制憲議会の起草委員会
































(B. P. 6. 10) 






















(B. P. 6. 13) 
V ピブン元首相死去一一1957年10月20日にサリット前首相が政権をにぎって以
来，アメリカを経て日本に亡命中であったピブン元首相は心蔵発作のため死去したc
サリット首相は遺族に対し哀悼の意を表明。 (B. P. 6. 12) 











する技術経済援助計画を提案した。 (B. P. 6. 12) 





行われたものであるつ (B. P. 6. 12) 
V錫相場上昇一一一パンコックの業者が明らかにしたところによると，タイの錫相
場は 6月に入ってから着実に上昇している。錫鉱石 1ピクノレあたりの相場は 6月2
日には2390パーツであったが6月11日には2560パーツであった。値上りは今後も続
く見通しであるc (B. P. 6. 12) 
Vアメリカのカポック需要増大一一一アメリカとヨーロッパのカポックに対する需
要は今後増大する見通しである。カポックの最大の輸出国はタイである。昨年度ア




費されており，輸出されるのはわずか2万トンにすぎない。 (B. P. 6. 12) 
’森林産業機構の業績一一森林産業機構（ForestryIndustry Organization; F. I. 
0.）理事 VibulThammabutrは記者会見でタイの森林産業について次のように述べ
昨年， F.I. 0.は森林開発により8000万パーツの利益を上げた。全輸出のうち
チークと Yang材は 6303トンで 2220万パーツであった。この数字にはその他の
個人企業の輸出は含まれていない。今年度の業積の見通しも比較的良いが，プミ
ポーンダムの完成により，従来4分の 3を浮送せしめていたピン川が使えないの














の予定となっている。 (B. W. 6. 11) 
6月 12日
’遺産問題に憲法17条発動一一行政および立法委員会ほ賛成25ヲ反対22の小差で、













During the enforcement of the present Constitution‘wheneYer the Prime 
l¥Iinister deems it appropriate for the purpose of pressing or suppres sing actions 
whether of internal or external origin which jeopardize the national security or 
the Throne or subvert or threaten law and order, the Prime Minister, by 
resolution of the Council of Ministers, is empowered to issue orders or take 
steps accordingly. Such orders or steps shall be considered legal. 
All orders issued and steps taken by the Prime -Minister in accordance ,vith 












う，学校当局に指令した。 (B. P. 6. 13) 
V米輸出好調一一今年度に入ってから 5月までの米の輸出は， 77万855トンで，
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警察大｛主 Chumpol Lohachala 
海軍大将 Thawin Rayananon 
海軍大佐 Prakhal Kruengkhonkha 
陸軍少 将 Prachum Prasithisorachakr 
Nai Prasert Pathamasukhon 
陸軍少将 Phom Thanaphumi 
1fomrajwアongLarb Hasdinthara 
Somboon Vichitranuch 
Nai Suwan Ruenvos 
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はタイ人飛行士がカンカンのパテト・ラオ拠点に攻撃を加えたとの中国の主張につ
いて確かな情報をえているとの報道は否定した。 （読売－AP6. 19) 
V青少年犯罪裁判所設立一一制憲議会は青少年犯罪を扱う裁判所設立にかんする
法案を最終的に承認。裁判所はナコン・ラーチ、ンマ県に設立の予定O


































て以後のことになろう。 (B. P. 6. 20) 
v米軍装備再補給－ー米国防省当局は20日，一昨年のヲオス危機のさい，米軍用
にタイに集積された兵器，装備を更新するため，米海軍の船舶5隻が目下タイへ向
かっていると言明した。これらの 5隻は米軍海上輸送部隊の船舶で， うち 3隻は日
本人も乗り組んでいる LST吋他の 2隻はふつう西太平洋の米軍部隊への補給に当た
っている運送船で，乗り組み員はアメリカ人であるc （読売－AP6. 21) 
’奨励産業決定一一タイ放送によると， 9企業が新たに奨励法の適用を受けるこ
とになった。 このうち Cholaprathanセメント会社は年産18万トンを30万トンに拡
張， ThaiMiddle East Companyはノ〈ンコックー中近東間航路増強のため 1万トン
の舶船を購入する。その他の 7企業のうち 4企業は織物工場， 2企業は化学工場，
残り 1企業は釘工場であるC
6月22日
(B. '"・ 6. 22) 
, AID援助 -AIDの発表によると北部タイとタイ国国道網とをむすぶ2本の道
路の建設が始った。 消息筋によると AIDはタイ国のラオスと国境を接する地域の
経済援助に重点を置いている。 1963財政年度の対タイ AID援助は1550万ドノレ， 1964.
年度2200万ドル、で、あった。 1965年度にはさらに多くの援助がなされる模様である。
(B. P. 6. 23) 
6月 23日
曹ラオス援助一一一経済省は食塩10トン，なまこ板 1万トン，その他医療品をラオ
スへ贈ると発表したε 以前に2500袋の米を贈与したことがある。 (B. W. 6. 24) 
6月 24日
V米武器輸送船パンコック入港一一米国の軍需品を積んだ上陸用舟艇2隻は23日























(B. P. 6. 24) 
V東北部で石油資源調査一一一鉱物資源局はカリフォルニアの Paci五cPalisadesの
Raphael Pumpellyと東北地方の石油資源調査の契約を結んだ。この 5年の契約は





Nai Diek Jayanama。 駐ラオス大使；現外務省スポーケスマン Vongsmahip
Jayangura殿下。
なお，現駐米大使 NaiSukit Nimmahaemidaは閣内の何らかのポストにつく
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は積極的に内閣改造を行なう意志はない」。 (B. P. 6. 25) 
V タイ・アメリ力から道路建設用機械を購入一一タイ政府はアメリカ政府との聞
に道路建設用機械購入の契約をむすんだ。購入される機械は総額3300万パーツで開




(B. W. 6. 26) 
vタイのタバコの輸出ーータイのタパコの輸出促進が大蔵省で議論されたc 経済




















3. 総費用は11億パーツの予定である。 (B. P. 6. 26) 
V深まるタイ・日関係一一パンコックの日本商工会議所会頭，郡健ーによると，
日本はタイとの合弁企業にひじような関心をもっており， 1961～63年間の合弁企業





ある。 (B. P. 6. 26) 
V テレビ普及率上昇一一BusinessResearch Ltd.の調査によると，パンコック・
トンブリ首都区では次第にテレビが普及し，テレビを所有する世帯の割合は昨年の
25%前後から30%に向上した。 (B. P. 6. 26) 
6月28日




有される。 (B. w. 6. 28) 
残余の20%を出資するタイ側の会社名は次の通りである。 ThailandIron ¥Vorks, 
Sangkasi Thai, Far Eastern Iron Works。工場はパンコック郊外に建設され，見
積り費用は40億円， 1966年中頃から生産を開始する予定である。計画通り工場が完
成すれば，タイで最初の大規模な製鉄事業となる。













う 。（B.P. 6.2 9) 
















とであるつ (B. P. 6. 30) 
V錫輸出割当ーーポット開発相の発表によると， 7月1日から12月31日までの第













る 。（B.P. 6. 30) 












＼＼＼年間J;1954 19日 1956 1957 1958 1959 1960 1961 1962 1963 
国別－－－－－－～
日本 I30.1 29.2 36.6 36.4 129.3 1s9.o 441.3 414.9 228.3 453.4 
(%) i(81.1) (38.5) (45.0) (56.7) (79.5) (79.8) (85.6) (72.5) (48.1) (60.9) 
シンガポール・ 1i 6.3 17.8 19.2 15.7 20.4 28.6 54.0 104.7 220.1 121.5 
マラヤ・ぺナン i
香港 I 0.1 21.6 1s.2 26.9 3.9 9.9 11.3 43.5 14.4山 6
ボルネオ 一 1.1 7.3 9.1 9.0 9.0 6.3 7.8 7.8 7.0 
その他 I 一 o. 2 o. 2 o. 2 一 o. 3 2. 1 o. 9 4. o so. 4 
合計］ 37. 2 76. 0 81. 5 64 .1 162. 7 236. 8 fi15. 0 572. 4 472. 4 7 43. 9 
問所：海外貨物検査株式会社調べ
63年については TheExport and Import of Thailand. Dec. 1963. 
年以後の輸出増加は目ざましく，それにつれてとうもろこしの輸出シェアーも， 1957年
にわずか l.＜）らであったものが， 1958年には2.8%, 1963年には実に8_5%と急激な上昇
傾向を示した。 これらの輸出の伸びは主として日本の畜産業の発足による輸入需要の
拡大に刺激されたものであり， 58年以後の日本に対する輸出はここ 2年間をのぞいて
全輸出量の 7割～ 8割に達した。 日本の米生産の飛躍的な増大によって，タイ米の輸
入必要がなくなった時に， それに代るものとしてとうもろこしが登場して来たことは
両国の貿易収支の改善にきわめて幸運なことであったc

















品質の問題は日本の各商社とタイ国の間で JapanThailand Commercial Agreeme-
nt, 1959 C以下， J.T.A.59）が結ばれ，或る程度解決され，積出期，数量，価格の問
題についてはlT.A.62によって安定化がはかられた。この方式によると，年度当初
にタイ経済省貿易局と日本の ThaiMaizとImportersCouncil （以下，T.M. I. C.飼料
輸入協議会メンパーで現在約40社〉の間で当穀物年度の輸出努力目標がまず設定され











































（注 1) カウパニット紙 8月 7目。
（注2) カウパニット紙， 2月19,27日。 3月3日。
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[B. P. 7. 5.J 
’Mae Klongダム計画始まる一一潅翫局は大 MaeKlongダム計画にもとづき工
事を開始した。まず第1段階はカンチャナプリー県の ThaMuang地区にダムを建
設する。これは 5年以内に完成し240万ライの潅i慨を行なう。次の段階は KwaeNoi 
川の KhaoKwangに貯水池を KwaeYai Jl[／こ KaengRiengダムを建設すること





のため同盟に圧力をかけることを決めた。 〔B.P. 7. 3.〕
（注〉 同盟は本年度2月，運賃値上げを行なったがタイ国関係者の反対が強かっ











然しこの定住計画はタイ国民のためのものである。 CB. P. 7. 3.〕
V ビ‘ルマ領海侵犯問題一一ピノレマ政府の要求に従い，タイ政府は Rayong県漁民
にピノレマ領海を侵犯せぬように通達をだした。 〔B.P. 7. 3.〕
T SEATOの山地種族対策←ーコンティ SEATO事務局長によると， SEATOは明





る。 〔B.W 7. 3. B. P. 7. 16.〕































不足は起らないだろうということであった。 〔B.iv 7. 4.〕
経済省次官 AmphornChintakonand はヲ 米輸出について香港政府と話合うため
香港に到着し，第3・4半期には米の輸入削減を行なわないよう布望するラと語つ
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業信用計画の改善を首相に勧告した。勧告の中には現在の協同組合銀行（cooperati-
ve Bank）の農業協同組合銀行（Bankfor Agriculture and Cooperatives）への改組
が含まれている。農業信用事務所（o伍ceof Agriculture Credit）は技術面や借入れ
申込みの助言等で農民を援助することになる。 〔B.W. 7. 4.〕
V錫鉱区使用料決定一一資源局は錫鉱区使用料は64年6月30日以後， 60.48kg（中
国ピクル〉当たり4041パーツと定めた。 〔B.W. 7. 4.〕
, Stask D巾 m会社の鋳鋼管工場一一投資委員会は StaskDriem会社の鋳鋼管工
場建設を奨励することを決定した。日本，スイス，シンガポーノレが参加し建設費2
億パーツの予定で，パトウムタニ県ランシットに建設される。操業開始は1965年。
〔B.時1:7. 4., B. P. 7. 11.〕
7月5日
V軍人事一一軍燃料局（theMilitary Energy Department）局長 ViratPetchara-
yothinは最高司令部付となった。























した。 〔B.P. 7. 6.〕
, Bangkok Mutual Fund Co., Ltd.－一ープラチャーテイバタイ紙によると，近く Ba-
ngkok Mutual Fund Co., Ltd.が営業を開始する。同社は株式を対象とする投資信
託で，この種の企業としては最初のものである。会社の資産は 1万ノミーツであると

















〔B.P. 7. 7.J 
Vパンコック市の人口一－5月末のパンコック市の人々は164万3083人であった。
このうち男は84万2922人であった。 5月の死亡者数は総計483人でそのうち男は283




業者が低価格で日本業者へ売渡しを申込んでいる。 〔B.W. 7. 10.〕







開発 省 20,60 18,00 
内務 省 20,55 17,54 
国防省 19,20 17,57 
文部省 19,40 17,49 
保健省 4,10 3,98 
運 輸通信省 2,88 2,35 

























〔B.P. 7. 9.J 
Vあひるの卵輸出問題一一一マレーシアの養鶏業者は，マレーシア政府にタイ産の
あひるの卵輸入を減らす措置を早急にとるよう，圧力をかけている。セランゴーノレ





egg marketing board）を設立すべきである。 〔B.P 7. 10.〕
V とうもろこし輸出問題一一日本はタイとうもろこしの最大の需要因であり，
1963年末には45万3414トン， 4億9600万パーツの輸出をした。これは62年に比較す




より牟捕された。 〔WorkingPeop•le's Daily-B. P. 7. 15.〕
v水利費値上げ一一ポット開発相は耕地lライあたりから徴収する水利費を年間
50サタンから10パーツに引き上げる法案が成立したと発表。 〔B.P. 7. 11.〕
Vタイの鉱業生産一一エカフェの調査によるとタイの鉱業生産は着実にのびてい





















2. 7月 513，ピルマ当局はピクトリア岬沖で 3隻のタイ漁船を牟捕，合計53
名の乗組員を逮捕した。 CB. P. 7. 11.J 
V義務兵復期間短縮か一一国防省筋によれば，義務兵復期間を18ヵ月から12ヵ月
に短縮する案が検討されている。これにより，約1億ノミーツが節約されるが，この





〔B.W 7. 11.J 









ものと予定している，と語った。 〔B.P. 7. 12.J 
V工業金融公社の活動一一工業金融公社（I.F. C. T.）は設立以来の企業に対し
て借款を認め総額は5532万5000パーツに達している。これら企業のうち19企業は地
方で13企業は首都圏である。 〔B.W. 7. 12.〕
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である。 〔B.P. 7. 13.〕





輸 入 総 額 3,503 輸 出 総 額 3,326 
機械および輸送機器 1,136 米 1,089 
工業用原材料 1,056 二Z守 ム 649 
イヒ 弓止ι」 設 ｛蔚 350 とうもろこし 375 
燃 料 325 錫 224 
タパコ・飲料 255 タ ピ オ カ 185 
ジ ニl. ト 144 
砂 糖 44 
チ f ク 41 
カ ポ ツ ク 16 
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Vタイ・プラスティック会社の労働争議一一『タイ・プラスティック会社の 131人






















策もとられなかった。 〔B.P 7. 14.〕
’南ベトナム使節団，非軍事援助を要請一一南ベトナム軍事使節団はタイ政府に
米と医療品の援助を要請した。 〔B.P 7. 14.〕
V貯蓄利子に対する課税案検討中一一サャーム・ラット紙によると，歳入局は政
府に貯蓄利子に対する課税を提案しているといわれる。この種の課税は1961年にサ






することに同意した。 また， 南ベトナム軍事使節団は， タイの合同開発機動隊
(Joint Mobile Development Units）に多大の関心を示し，タイ政府は機動隊エキス






















〔B.P. 7. 17.J 
Vクルンテープ紙発行停止一一警察局長プラサートルチラウォンはタイ語新聞ク
ルンテープの発行を停止した。同紙の 7月11, 12, 13, 14日の記事に引平和と秩序
の維持”および明良俗”に反するものがあった，というのがその理由である。
なお，同紙発行人および編集長は NaiCha叫ducrChulalangkha，副編集長は Nai




れ， Prayoon氏自身もよたものとして捕えられていたO 最近釈放され， 6月 1日か


























ジュート 54,000トン 170百万パーツ 68ラ000トン 242百万パーツ
ひ ま 24,000トン 50百万パーツ 26,000トン 71百万ノミーツ
タピオカ 178,000トン 131百．万ノξーツ 311,000トン 229百万パーツ
〔B.P. 7. 18.J 
Vタノム首相，外交問題につき発言一一タノム首相は次のように語った。
1. 南ベトナムに対して直接的な軍事援助を行うつもりはない。軍隊の補給に


















たが，協会に加入していなし、業者はこの委員会を認めていない。 〔B.P. 7. 16.J 
V タイ代表団来日一一ソンタン・ソンタエム会計検査院長を団長とする 4人のタ
イ代表団が，特別円資金の利用方法について日本側当局者と話合うため東京にむか
った。 〔B.P. 7. 17.，日経 7.11.〕
V タイ←us太平洋航路同盟値上げ問題一一輸出促進委員会は， タイ us太平洋
航路同盟に手紙を送り，運賃値上げを取止めるように要請した。また， ThaiLine 
























り改善される。 〔B.P. 7. 19.J 
V貯蓄信用協間組合が普及一一開発省信用協同組合局長（Dep’t.of Cooperative 















無作為抽出による調査では裏作の収量は 1ライ当り， 54タン（ 1タン＝20リッ
トノレ〉から61タンで満足すべきものであった。 1965年にはこ毛作は3000ライに拡
げられるだろう。 〔B.W. 7. 19.〕




貿易収支赤字問題調査委員会を任命した，と発表。 〔B.P. 7. 20.〕
V今年度前半の貿易収支の赤字一一ー経済省の発表によると， 1964年の 1月～ 6月
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増している。昨年ペチブリ県では多くの共産主義容疑者が逮捕されており，今度の
動きの背景には政治的なものがあるかも知れない。 〔B.P. 7. 22.〕
V小企業育成のための資金貸出一一工業育成局長（Dep"tof Industrial Promoti-
on) Sa-ard Hongyonは次のように発表。















Thai Oil Refinery会社から次の諸税計7億6600万パーツが予定されている。 自動
車用ガソリンリットノレ当り， 80サタン。ケロシン33サタン。ジェット燃料， 33サタ
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1.道路の開さく。 2.水源の確保， 3.畜産，養蚕，その他穀類の生産の奨励。


























2. すでにタイで、の栽培に適した赤色種系とうもろこし 3種類， Alltex,Nor-
ghum, Midlandの見本を日本に送り，買付の可能性を打診中である。
〔B.P. 7. 26.J 
V国営企業について再検討一一一予算局次長 NaiBoontham Thongkhaimukは次
のように語った。











ning）ガラス製造会社は国庫の補助を必要としなくなった。 〔B.P. 7. 25.〕
V ラック生産低下一一最近ラックの生産が大巾に減少しているが，価格の低下が
その原因であるといわれる。以前はキログラム当り 3～4パーツであつが，現在は
















































〔B.P. 7. 29.J 
V公務員待遇改善委員会一一一内務省は，内務省職員各階層の代表よりなり，内務
省次官補 ThawilSunthornsaratoonを委員長とする公務員待遇改善委員会（Comi-

















（船舶数 J 総トン数 Jf－＝巳貨IJ＿主もし長
925 i 2,682,121 I 1,430,982 I 3,744 
5月まで総計 J (738) / (2,471,6凶； c1,191,120) I_ cz,341) 
172 I ! 
1 月 I 260,641 i (149) ! ! 
, 174 I i i 
2 月 1. 297,306 1 I 
凡 （151) i I I 
3 月
194 :. 221,950 I 
〔147) i (247,858) / 
186 : 334,916 I ! 
4 月 1 I 
(145) i C233,s21) I 
5 月！ 199 I 316,889 1 I 
(146) I (278,774) , I 
なお， 1962年全体では船舶数1093, 荷揚げ貨物273万2885トン， 1963年全体で船
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工業育成 i 8.2 
福 祉！ 78.5 





































































































麻袋 i l 
(1,000袋）：認可 J
l生産能力！
j生産量！砂糖 i I 











59 60 61 ! 62 ! 63 ＇適用
企業数
ー（←一一一－， 了一←一一一一一一一一ー「一一一一一←一一一一一
566 . 41 543 . 0 800. 3; 967. 4: 996. 5: 
i I I 
-: 760.0: 790.o: 1，悩0o: 1,040.0i 
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196 4年 8月 1日
Vシャープ司令官の視察一一シャープ米太平洋軍司令官は東北地方の米軍部隊の







(B. P. 8. 2) 
Vゴム園援助資金事務所の活動一一農林省の発表によると，設立後64年4月まで








(B. W. 8. 1〕
' 漁業一一漁業局長 PridaKarnautは次のように語った。
















備などを計画している。 (B. P. 8. 2) 
8月3日
V共産ゲリラーータイーラオス国境附近の辺境地に派遣されている合同開発機動
隊（theJoint Mobile Development Units）からの報告によると，最近この地方で，
いくつかの共産主義“強盗団”が活動している。彼らは奪った金品を貧しい人々に
分け与え，村人たちを味方につけようとしている。 (B. P. 8. 3) 




















2. 第 1陸軍管区司令官 KrisSrivara中将を含む何人かの重要な地位にある人
















えられている。 (B. P. 8. 4) 
8月5日
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’砂糖輸出一一精糖業援助基金事務所（SugarIndustry aid Fund O伍ce）は，
Thai Kong Company Ltd.社のホンコンむけ5000トンの砂糖輸出に対して補助金
を出すことに決定した。補助金はキログラムあたり 3.24パーツの割で与えられる。
また，同事務所所長 AramMenakhongka少将は， DairyIndustry Companyが
ミノレク製品用の砂糖輸入の許可を求めているが，国産砂糖のあるものは輸入砂糖と
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が発見された，と述べた。 (B. P. 8. 13) 
’予算，制憲議会第1読会を通過一一1965会計年度予算は制憲議会第 1読会を通
過した。予算提出に際してタノム首相は説明演説を行った。 （付録参照）




一（ 146）一 - 70ー
タイ
















の予算は6億9500万パーツである。 (B. P. 8. 14) 
v奨励企業一一投資委員会は次の 3企業に奨励法の適用を認めた。
Saeng Hiran Weaving Comoany, (Samud Prakan県 Phrapradaeng，漂白，
染色捺染工場）， Thai Phatrapon Company (Samud Prakan県 Phrapradaeng,
紡績工場拡張）， Tah Thung Bamboo Industry Compay （カンチャブリ県 Muang




。 （B.w. 8. 16) 
Vアメリカのタイむけ輸出一一1964年 1月～ 6月までアメリカの対タイむけ輸出
は3930万ドyレで， 1963年同期の3850万ドノレに比べわずかながら増加した。
(B. P. 8. 15) 
8月 16日
V グイに対する外国投資一一チェイス・マンハッタン銀行の報告によると，タイ









中共である，と述べた。 (B. P. 8. 17) 
’プラパート内相，自由選挙を保証一一プラパート内相は，憲法発布後に来るべ
き選挙の際には戒厳令は解かれるであろうと述べ，内相自身は選挙に出馬する意思
のないことを明らかにした。 (B. w. 8. 18) 
V著（多品輸入制限と奨励法適用問題ー一経済開発審議会（TheNational Econo-
mic Development Board）は現在ある種の産業に対する奨励法の特権の廃止と者修














































ぶりのことである。 (B.羽人 8.19) 
V米輸出の見通し一一輸出促進委員会によると，今年の米の輸出は記録的な 170
万トンとなる見通しである。 (B. P. 8. 19) 
8月 20日
v新選挙法及び政党法一一内務省筋によると，現在内務省行政局では新憲法にも













得た。 (B. P. 8. 20) 
’電力料金値下げ一一首都圏電力公社は，ヤンヒー水力発電所の安い電力が利用
できるようになったので， 10月1日から電気料金を 8%引下げることに決定。






講じた。“特別”な予防措置の具体的な内容については言えない。（B.P. 8. 21) 
V電力公社の合併一一ポット開発相によると，現在タイには 3つの電力公社，首
都圏電力公社，農村電化公社，ヤンヒー電力公社（theYanhee HY dro-electricity 










スパンプリー精糖工場は440万パーツの， Chor Hor麻袋製造工場は 2億1500万
パーツの利潤を得たが，パンパイン製糸工場の赤字が l億3600万パーツあり，公社
全体としては上記の結果となった。 (B. P. 8. 23) 
8月23日
V新工業相一一ナイ・ブン・チャレンチャイは工業相の職を解かれ，駐仏大使に
任命された。新工業相には MuniMahasanthana Vejjayant Rangsarit空軍中将が
任命された。 (B. P. 8. 24) 
（注 1) ブン駐仏大使略歴。 1941年2級公務員として官房庁（theO伍ceof the 
Prime Minister）に入る。 1942年外務省条約課課長， 1947年パリ大使館一等書
記官、 1953年条約局局長， 1957年インド大使，などを歴任， 1959年より工業相
のポストにあった。なお，フランスに留学，法学博士の称号を得ている。
(B. P. 8. 22, B. W. 8. 21) 








コン大学学長。 (B. P. 8. 24, B. W. 8. 24) 














ャーのThaiOil Refinery Company (T. 0. R. C.）の完成後も石油製品の輸入を禁
止しないつもりである。
T. 0. R. C.の精製能力は日産3万6000パーレルであるが，政府の計算によると
1964年の石油製品の需要は 4万バーレルに達する見込みである。国防省の日産5000
ノミーレルの精油所が操業を開始すれば需要は充足出来るが，国内生産が需要に追っ
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4. 以上の案が実現すれば，タイ側の利益はすべて合せて年7500万ノミーツ程度









となるかも知れない。 〔B.P. 8. 27) 
V者修品輸入規制問題一一タノム首相は次のように語った。
1. 経済開発審議会に著修品の規準を定めるよう命令した。 2. もし，者｛多品
の輸入のために余りにも多くの外貨が費されているようなら，関税の引き上げそ
の他輸入規制のための措置をできるだけ早急にとるつもりである。









る。 (B. W. 8. 30) 





種の企業の数は非常に多い。 (B. P. 8. 30) 
8月 31日














てこの問題を検討する。 (B. W. 9. 1) 
v憲法草案一一憲法起草委員会は 9月の第2週から第2読会を聞き，憲法草案を












3. 世銀の資金の 1部を IFCにまわし， IFCはそれを後進国の開発計画に対





(B. P. 8. 31) 
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付録
1965年度タイ国予算案














































































































































































支oi出0，万3見7パ4込ー．8 ツ額） % 
経済事業 費 27.17 
教育事業費 2,168.6 17.46 
国 防 費 1,930.3 15.54 
保健費，社会事業費 1,847.5 14.87 
行 政 費 1,196.4 9.63 
国内治安維持費 931.6 7.50 
国債償却費 689.0 5.55 
Z、．－ の 他 281.8 2.28 
議員諸君は今回議会に提出の予算案を細部にわたって検討するならば，政府が国
の繁栄を念願として誠心誠意施政に精進する決意であることは認めるであろう。か

















































































時 期 J 憲法
臨時憲法
名 議 会 の 特 徴








































































































































































































































































（注〉 タイの学制は，初等教育 7年（前期 4年，後期 3年で，現在義務教育は 4年
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196 4年 9月 1日
Vプラパート内相，マレーシア訪問一一フ。ラパート内相はクアラノレンプールにむ
け出発した。 2日帰国の予定。マレーシア訪問の理由につき，内相は全く個人的な






















日 本 9万2453トン 1億8987万9658パーツ
セ イ ロ ン 2万9195トン‘ 6349万9125パーツ
他の輸出相手国はフィリピン，タイワン，プノレネイ，イスラエノレ，サワジアラ
一（ 164）ー - 60ー
タイ
ピア，マレーシアである。
なお，ヨーロッパむけの 1～6月における輸出I実積は l万6700トン， 4458万8540
ノ宅一ツである。 〔B.P. 9. 2〕
9月3日
，新労働法準備一一内務次官補 NaiThawin Sunthorn-sarathoonによれば， 公
共福祉局（thePublic Welfare Department）は，新憲法にももとづく新労働法を準
備中である。 ‘ 〔B.P. 9. ;3, B. P. 9. 5〕
Vジュート値下り一一一タイ・ジュート協会によると， 9月になってからジュート





昨年より高くなる見通しである。 〔B.P. 9. 3〕























































(1）サラブリ県 Kaenghoiから Nakorn Ra jsima県に至る鉄道敷設。 4500万マル
ク。（2）ナムポーン多目的ダム建設。 5060万マルク。期限20年。（3）産業金融公社




利子は 3～4%となる見込み。 〔B.P. 9. 5., B. W. 9. 5〕
V小企業援助協会設立計画一一タイ政府は，小企業援助協会（theSmall Industries 
Service Institute）の設立計画に着手した。この協会の資金の 1部を援助してくれる










































1962年 1月， Somrerkが森林局より許可を得た。 Sornrerkに対する許可が取消さ
れたのは，彼の契約違反による。すなわち，彼はゴム採取を下請けさせ，その際採
取ゴム 10キロにつき 2キロ，ライ当たり 1年500パーツという採取料をとった。こ
れは契約違反であり，また同保安林のある Yala県の秩序維持のため好ましくない。
従って農相は森林局の勧告に従い許可を取消したという。








カを引上げることができると考えられている。 〔B.P. 9. 7〕
9月8日









に現地雇用した人員は 2万9542人である。〔B.W. 9. 9., B. P. 9. 9J 
f Kachorn Kirat Trading Company－ーータイでは最大の規模をもっ調味料工場が最
近操業を開始した。 この工場は KachornKirat Trading Companyが4000万パ｝
ツの費用を投じてサムト・プラカン県 Prapradeangに建設したもので，建設にあた





Sanit Taiyanond陸軍参謀長→陸軍副司令官。 〔B.W. 9. 10, B. P. 9. 10〕
なお，警察も県警察長級について若干の人事移動を行なった。 〔B.W. 9. 12〕
v新農相，新開発省次官一一スラチット前農相の後継者として開発省次官 Phra




（注〉 Phra Prakas新農相略歴。ラジャブリ県生れ。 68歳。 1942年ピプン内閣農
相， 1959年から共同組合省長官。サリット首相のもとで同省が開発省に改組さ
れてからは開発省次官。
M. L. Chuchart新開発省次官略歴。 1905年生れ。 1930年より濯翫局勤務。
1949年より同局局長，チャイナート・ダム，ヤンヒー・ダムの建設で多大の功
積を残した。現在 CholaprathanCement Companyの社長，ヤンヒー電力公社
社長，政策審議会（NationalResearch Council）のメンバ－, Chemical Fertili-
zer Company社長， LignitePlantの総裁。 〔B.W. 9. 9, B. P. 9. 9〕
Surachit Charusareniの略歴。 58議。 1959年より農相のポストにあった。現
在，タイ，オーストラリア，マレーシアの合弁事業であるコンデンスミルク製
造会社 ThaiDairy Companyの会長，国営 ThaiPlywood Companyの重役。
- 65ー ←（ 169）ー
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農相になる前には国防省参謀次長，タイ国 SEATO軍事顧問，広報局長など





表 NilsGoran Gussingを通じてカンボジア政府に提案した。 〔B.P. 9. 10〕
V新海軍総司令官一一海軍大将 M.C. Kanchitpol Arpnkornは第8代タイ国海
軍総司令官に任命された。 〔B.W. 9. 12〕
（注〉 M. C. Kanchitpol Arpakorn海軍総司令官略歴。タイ海軍第 1代総司令官
Kromluang Chumporn Udomarkの第7男。現在58歳。イギリス海軍士官学



















































種族むけの11校を設立した。 [B. P. 9. 13〕
9月 14日
曹タナット外相，カンボジアを非難一一タナット外相は，カンボジアは侵略者べ






























Isra Amantakul, U-thorn Polakul, Udom Srisuwan. 
なお， U-thornは新聞記者協会の会長であったことがある。 〔B.W. 9. 17〕
V国府外相訪タイ一一国府外相ShenChang Huanは，マレーシア訪問の後，パ










(1) Ruang Kao Thai Oil Industryの植物油生産工場。生産能力日産5.5トン，
Nandburi県 Pakkred郡に建設の予定。（2)Pracha Hin Thai stone industryの















































(2) 1部には LivestockTrade Cooperation Companyが50%もの利益をあげ





























与えられている。輸入割当額は 3ヶ月につき 5万トロイ・オンスO なお，金の













































































〔B.P. 9. 27, B. W. 9. 27〕
Vタノム首相，宗教者連合シンポジウムで演説一一ータノム首相は宗教者連合シン
ポジウムで演説しp すべての宗教者は一致団結して宗教を破壊する共通の敵，共産
-73 - 一（ 177）ー
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告も近く発表する予定である。 4. 公共福祉局は 64年8月だけで 658人に職をあ
っせんした。福祉局にはこれ以外にもまだ、4893人の求人申込が来ている。
〔B.P. 9. 28, B. P. 9. 29〕



















ょう。 〔B.P. 9. 28〕
9月29日
V園内市場で麻袋が不足しているため，政府は麻袋の輸入を 100万袋まで認める
方針である。 〔B.P. 9. 30〕
V香港むけ米輸出一一一香港は本年8月2万6934トンの米を輸入したが，タイから
の輸入が一番多く， 1万2491トン， 2番めに多いのは中共で8220トン，次はカンボ






8月31日 3011 " 
9月7日 3125 " 
9月19日 3240 " 
9月21日 3300 " 
9月26日 3310 " 
9月29日 3350 " 
9月30日 3380 " 
〔B.P. 9. 21, B. P. 9. 29, B. P. 9. 30〕


























1 647 I 14.1 I 2,975 I 
965 I s. 3 I 1, 196 I 
2 341 I 20. o I 1, 798 I 
3,167 I 21.1 / 1,oos I 
5.9 I 975 ' 
衛 生 I 390 I 3. 3 3,745 








計（ 11 þÿÿ677 I 100 . o l 20. 300 J 1 o. o 
出所： Thenational economic development plan 1961～66, Second Phase 1964 







































I 59 1 60 I 61 I 62 I 63 1 64 1 65 
(1）綿糸輸入量 1. 6,4031 ι叫 3,748( I u問 I 
(2) 9工場の生産量l I 1 10,395) 14,4751 13,4931 I 
(3）国内需要量 （ （乱） I I rn,3021 22,6悶 28,4悶 （推定）
(4) 9工場の紡錘数i76,0001 I 92,616 111,556! 111,556 ! 200,000 
(5）必要紡錘数 I （推定）I I : 203,355お1,7ば3瓜臼4)
(6）綿花輸入量 I 2,0411 4,9231 s ,ss31 I I 
出所：（1）国連貿易統計年鑑 1961.Import and Export of Thailand Dec' 1963, 
(2）〔タイ国情報ーカーウパニヅト祇， ’64.4.16.J, (3）〔同〕，（4）〔カーウパニッ
ト祇，’64.4.16.，同 11.11, 「タイの経済開発」アジア経済研究所， (5）〔カー
ウパニット紙，’64.4.16.J, (6）「タイの公企業」アジア経済研究所。



































第3表綿織物に関する統計 工場数（小規模のものを含む） 360 
59 60 ! 61 62 1 63 1 64 
(1) 綿布輸入量 i 174 I 凶 156 I 山 r 1 
(Z) 国内生産量 1 70（推定）｜ I s1 I 109 I 145 I 
(3) 国内需要量！ I I i I 2日 I 
(4）動力織機 I3,745(a) i I f 4,356(b) I s,200 I 




（注〉 (1), (2), (3）の単位は 100万ヤール， 100万ヤーノレ以下四捨五入。（a)1659年
9月。（b)1962年11月。
タイヤ一一これまでに奨励法適用をうけたタイヤ工場はファイヤーストン社〈米国









































威を感ずる必要はない。 (B. P. 10. 2.) 
vマレーシア政府代表団到着一一ラザク副首相を団長とするマレーシア政府代表
団がパンコックに到着。国境ゲリラ掃討問題につきタイ政府代表と会談する。

























































































1958 18,651 8,842 
1959 25,240 15,543 
1960 32,760 25,150 
1961 35,259 24,898 
1962 65,163 45,784 
一(188）ー - 56ー
タイ
1963 72,283 50,360 
1964( 1～6月） 24,986 21,678 
カンボジアのマレーシアむけメイズ輸出は最も多かった1962年で2,199トソ，
1959～63年でみるとマレーシアの総輸入の 1%程度にすぎない。














れば，公然と活動を開始するだろう。 (B. W. 10. 5) 
V今や民政の時期， Phin元帥一一1947年11月8日のクーデターの指導者のひとり
Phin Chunhawan元帥は軍人が政治から手を引き，国政を民間人に任せる時期が
来たと思う，と語った。 (B. W. 10. 4) 
l ESSO石油資源探査申請一一非公式筋によると ESSOは開発省に対し南部地方
の石油資源探査許可を申請した。 (B. W. 10. 4) 
〈注） 従来までに政府は 7件の石油資渡探査の許可を与えている。そのうち主な
ものに UnionOil Company （東北地方） Gas and Line Company （領海及び
海岸地方〉などがある。なお，タイ国内の石油資源探査に際しては年間2500ドル













法律を改めるべきであると思う。 (B. P. 10. 6) 
' I.F. C. T. C工業金融公社〉一一1.I. F. C. T.は今年度 1月から 9月までの聞
に10件の融資を行った。 10件のうちにはパーツの他ドル及び、マルクによる貸付けも
あり，それぞれの合計額は次の通りである。 1927万パーツ， 26万ドノレ， 162万4999マ
ルク。融資をうけた企業の主なものをあげると，鋼捧工場，家庭用電機製品組立工
場，タピオカ生産工場，倉庫業，ホテノレ，カポック工場，ケナフ工場である。
2. このうち 6月から 9月までに行われた融資は 4件，融資額は70万パーツ，
162万4999マルク， 26万ドルで、ある。貸付を受けたのは ThaiMilk Products Co., 
Ltd. C加糖及び無糖練乳の生産）， Thai-American Steel Works Co., Ltd. （亜鉛び
き鋼管，黒色鋼管） Sahakul Panich Ltd. Portuership（カーボン紙及びびストロー〉
Tanin Industrial Co., Ltd. （ラジオ・テレビ組立）である。
3. このほか現在13件， 6052万2385パーツの融資申請があり，現在検討中である。
なお，利子率はパーツによる貸付のばあい9%，外貨による貸付のばあい8%とな






fこO (B. P. 10. 8.) 
Vラジオ放送局一一タノム首相によると，政府はタイ国内のすべてのラジオ放送












る。 1月から 8日までの問にタイは36万5055トン，. 4億3500万パーツのメイズを日
本に輸出した。 1965年には日本はタイ・メイズを今年度よりトンあたり 1ポンド高
い価格で買い付けるという保証をしている。なお，最近ヨーロッパから相当大量の









ることであると言われる。 (B. W. 10. 8.) 
V豚肉問題一一パンコック市長 ChamnanYuvaboonは次のように語った。











































2. Southeast Industry Companyのカーパイド工場。生産能力年間180万キロ
同じく24ヵ月以内に操業開始の予定。なお， 以上の 2工場は少くとも合計240人
以上のタイ人を雇用する。なお，奨励法を適用されるカーパイド工場はこれで2



















































(B. P. 10. 20.) 
Vパンコック市予算一一一1965会計年度パンコック市予算が市議会第 1読会を通過
した。予算総額は 4億8900万パーツ，予算中最も大きな項目は道路の建設拡張のた




として39万袋が供給される筈である。 (B. P. 10. 15.) 
10月 13日
Vシャーブ司令官到着一一シャープ米太平洋軍総司令官は14日から開始される第





るわけである。 (B. P. 10. 13) 
V豚肉独占販売廃止一一閣議はポット開発相の勧告にもずき次の決定を行った。
1. 近く LTCC (Livestock Trading Cooperation Company）による豚肉の独
占販売を廃止する。 2.独占販売を廃止する前に豚肉不足，豚肉価格の高騰，死











援助を行うことができょう。 (B. P. 10. 16., B. W. 10. 16) 
V洪水の被害一一農林省は最近の大雨一洪水による被害についてアユダヤ県及び
サラプリ県で調査を行い，次のようにその結果を発表した。




(B. P. 10. 15.) 



















ことはないと思う。 (B. W. 10. 17) 
Vタノム首相はタイー米軍事協定発効（1950年10月17日〉以来14周年の記念式典
で演説し， 「タイ軍は米国との軍事相互援助協定の結果，いかなる外音防当ちの侵略









(B. P. 10. 20) 
V政党結成の動き一一一恒久憲法の発布とともにいくつかの政党が結成される見込
であるが， 10月17日のタイ語紙Lakmuangは次の 5人の指導する 5つの政党をあ
げている。同紙のあげる 5人の指導者とその略歴は次の通り。






(4) Varokan Bancha0 ピプン内閣の経済相。
(5) Khuang Aphaiwong。かつての民主党のリーダー。現在では実業家とし
て活躍している。 (B. P. 10. 17) 
10月 18日
' 11月10日からロンドンで国際錫会議が開催される予定で，タイからは鉱物資源












に対しても侵略の意図を持たない，と述べている。 (B. W. 10. 20) 
Vソビエト大使，首相訪問一一ソビエト駐タイ大使アナトーリー・ニコライエフ
はタノム首相を訪問，ソビエト指導者の交代について説明し，ソビエトの外交政策




立つことが予想される。 (B. w. 10. 20) 
v控訴院主任裁判官問題一一司法委員会は控訴院主任裁判官任命問題の解決を閣
議に一任することに決定。なおピヤアタッカリ法相の秘書官は法相が辞表を提出し







メイズ輸出業者は無用な競争を行っている。 (B. P. 10. 21) 
, Asian Honda Company Ltd.-Honda Motor Companyは，東南アジアにおけ
る同社製品販売のためタイに販売会社AsianHonda Companyを説立することに
決定，すでに日本政府の許可をとり，タイ政府の許可を求めている。 AsianHonda 













外相のポストにあって，職務に疲れたからである。 (B. P. 10. 20) 
v首相タナット外相の慰留につとめる一一タノム首相は次のように語った。
私はタナット外相にそのポストに留るように要請し，外相の同意を得た。



















代表NilsGussingのあっせんによりまとまったものである。 (B. P. 10. 24) 
（注〉 「アジアの動向J，タイ 8月17日， 9月2日参照o
v選挙人名簿作成一一内務省は来るべき選挙に備えて20才以上でタイ国籍を有す











(B. W. 10. 25) 
l 1963会計年度の財政一一大蔵省は，1963年度の財政につき次の数字を発表した。
l. 収入。 106億3100万パーツ。このうち10億0200万パーツは借入れ金である。













輸入総額 2,174 + 13 % 
工業製品 1,111 十64
鉄鋼 383 +75 
うち鉄板 207 
繊維及びその製品 415 
うち綿糸 188 -24 
うち合成繊維 227 +33 
- 67ー 一（199）ー
タ イ
ゴム製品 63 + 3 
（主としてタイヤ，チューブ〉
金属製品 63 + 5 





















































ひまし 39 - 3 15,706 ー 2,094
ケナフ 38 ー 7 14,373 - 923 
タピオカ粉 35 + 35 40,990 + 40,990 
なお，日本がタイからタピオカ粉を輸入したのは今年度が始めてである。なお平
均輸出価格は次の通り。
1964年 1～6月 1963年 1～6月
メイズ トンあたり F.0. B. 1,175パーツ 1,082パーツ
ゴ ム グ 9,600パーツ 10,848パーツ
ひまし 2,483パーツ 2,359パーツ
(c) 貿易収支。貿易収支の赤字は約9億パーツで，昨年同期の赤字に比べ7%











した。 アメリカの GSAは1965年3月四日までに 1万8000トンの錫を放出すると
言明しているが，これがために錫価格が下落する恐れがある。タイその他の錫輸
出国にとっては錫価格の下落はゆゆしき問題である。 (B. P. 10. 27) 
V共産主義容疑者の釈放一一サリット首相の時代に共産主義者の疑いで逮捕され
た3人の高僧が釈放された。 3人の氏名は次の通り。
Phra Kru Methi Varanuvut, Phra Maha Prapan Patasali, Phra Sohda Sa-
















りも廉価で消費者に豚肉を供給することができょう。 (B. P. 10. 28) 
Vセメント不足はあり得ず一一SiamCement Co., Ltd.の重役V.M. Hemmin-
gsenは， 10月7日のラジオ・タイランドの報道について次のように述べた。
Siam Cement Co., Ltd.の2工場， Bangsue工場と TaLuang工場の年間生産
能力は80万トンであるが今年中に90万トンにまで増強する。 1966年には新工場を
も含めてSiamCement Co.の年間生産能力は130万トン， 1970年には160万トン
- 69 - 一（・201）ー
タイ
となる予定である。一方， Irrigation Cement Co.は， その生産能力を20万トン
にまで近く増強するという。従って，将来国内でセメントが不足するようなこと
はあり得ない。 (B. P. 10. 27〕
Vタイの登録自動車数－FirestoneTire and Rubber Companyによると， 現
在登録されている自動車の数は約12方5000台， 1970年までには大体2倍近い24万台





















































































14%が住宅費と住宅維持費， 6%が医療保健費， 7%が交通費， 15%が教育費，娯楽
費，酒・煙草費及び雑費である。 この支出内訳をパンコック， トンプリなどの大都市
部の消費事情と比較した場合に認められる最大の相違点は衣料費である。つまりパン












ーツ乃至477パーツと成る。 この合計額の 2分の lをやや超える分は世帯が飯米とし
て消費した貯蔵米の価格である。獣肉，魚肉，粛菜，その他自家生産食糧及は無償採
取食糧の価格は25%を占める。 これらの費目を支出費目として含む農村世帯支出の内
訳は飲食費47%，衣料費 17%，住宅費 13%, その他生活必需品以外の物資の費用 23
%と成る。
食糧消費



























世帯は 1%，レコードプレーヤのある世帯は 2%，自転車のある世帯は45%, 自動車
のある世帯は 4%，オートパイ又はスクーターのある世帯は 4%である。 ミシンのあ
る世帯は22%，冷蔵庫のある世帯は極めて少い。





































原資料 HouseholdExpenditure Survey B. E. 2505. 
National Statistical o伍ce.




























1. 39の職業教育学校， 4つの教員養成センタヘ 26の工場労働者訓練所， 9 
つの農業学校を拡充する。
2. 計画の総費用は 9億8700万パーツで，このうち 5億8180万パーツは国家予











































































2. 今シーズンのソルガム収穫量は，前、ン｝ズンのそれより 10倍も多い 2万ト
ン程度となろう。すでにタイ国産ソノレガムに対してヨーロッパ諸国からも引き合
いが来ており，遠からずソノレガムはタイ国主要輸出品のひとつとなろう。















の鉄鉱石が埋蔵されていると言われる。 :B. 1へん 11. 7.〕






2. このクラフト紙製造会社の名称は ThaiPaper Products Company，クラ












ヮ“つム - 34 -
タイ
ある。
2. 工場の生産能力はタクラフト紙日産 100トンであるがタ これだけの能力を
発揮するのは操業開始l年後のことになろう。会社は，できるだけ国産原料を使
用するよう努力するが，将来クラフト紙製造に適したパルプ。を国内で、得るため，
適当な品種の植林をも行う予定である。 〔B‘ P.,11. 6.〕
（注〕 Henr）ア Kearnstまアイゼンハワ一大統領在任中，米国商務省次官をつとめ
た人物。ファイヤストーン社のタイ国進出に際しでも中心的な役割を果したと











所を指摘しておいた。 [B. P., 11. 8.〕
’陸軍ピッサヌローク織物工場一一タノム吉相は空路 Pitsanuloke県に到着，陸
軍 Pitsanuloke織物工場，道路，病院などの建築現場を視察した。 PitsanulokeI 
場は総工費1億5090万パーツの見込で，現在ほぽ90%まで完成しており， 12月には
試験操業が行われるという。建設は主として日本の技術者に行われている。
CB. W., 11. 8.〕
1 月 8日






本と友好的な関係にあるためである。 2. Thai steel pipe industryはその使府
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する鉄鉱石の40%，屑鉄の20%ヲ j宝石の50%を東南アジアで調達するc














































なおフ 最近 PathumwanEngineering Schoolの学生が教員人事の不満からデモ
を行った事実がある。また同じく最近， プラチンブリー県 Srimahapoteの住民が
ギャング討伐の件で、政府に陳情を行っている他，ナコーンパノム県から減税陳情団
















































2. Esso, Shell, Time Oil, Mobil oil, US. Summitの5社が入札に応じたが，










4. なお， Bangchak製油所の精製能力は日産5000バレノレで， 日産1万5000バ
レルまで拡張可能である。 〔B.P., 11. 13.〕
1 月 15日
































であるとさjもている。 CB. ¥V., 1. 17., B. W., 11. 19〕
v共産主義容疑者の釈放一－1961年以来拘禁されていた26人の共産主義容疑者が
ダノム首相の命令により釈放された。彼らはすべて以前 KrongChandawongのグ
ループに所属していた。 CB. W., 11. 17.J 
C主） Krong Chandawong。サコーンナコン県選出の匡会議員，サリット前首相



















あるといわれる。 CB. w., 11. 1s.: 
V タイは中共国連加盟に反対一一タノム首相は次のように語った。
ソ連副外相とは中共の核実験などについても話合った。中共の国連加盟問題に




を開始することに同意した。 〔B.P., 11. 17.J 
（注〉 タイ国東北部にはいまだに約 3万人の北ベトナム；E難民が残留していると
いわれる。タイ政府は彼らはすべて共産主義者であり晴 タイ国の安全に好まし














を越えない。 〔B.P., 11. 17.: 
V才入，見込よりも増加， 1964会計年度一ータノム首相によるとラ 1964会計年度
中の才入は96！定2900万パーツに達し，当初の見込91億ノミーツより 5億2900万パーツ
も多かった。 〔B.w., 11. 18.〕
（注） これは主として輸出入関税収入の増大によりもたらされた。輸出入関税収
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めであるといわれる。 [B. p吋 11.1s.: 
1 月 18日
V逮捕者交換－：：：： イ政府とカンボジア政府はそれぞれの逮捕者を交換した。












る。 :B. P., 11. 18.' 










ぼらなかった3 CB. W., 11. 20.: 
V奨励法適用企業一一投資委員会は次の 5つの企業新設または拡張計画に対し奨
励法適用を認めたc
(1) Chalermphan Srivikorn氏のホテル新設。 120室。（2)Chantapa 'Industry 
Co.のラジオ部品工場新設。（3)National Thai Companyの工場拡張。トランジ
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スター用乾電池の900万個増産。（4）ノξクナムに建設予定の金属板（metalsheet）年








すものとなろう。 〔B.P., 11. 19.〕
（注〉 The Applied Scientific Research Corporation ; 1963年，政府により創立
され，国家予算により運営されているc その任務は国内の科学調査研究活動の
総合調整，長助奨励，技術者養成，データの集積などにある。政府の計画によ
ると， この公社の管轄下に 3つの研究所を設立することになっている。その 3
っとは上記の工業技術研究所（TechnologicalResearch Institute），農業研究所













あるという。 〔B.W., 11. 20., 1. 21.〕









私は1957年と1958年 3月と 2度選挙を監督する立場にあったが， 1958年の選挙
はいささかの汚点もない公正なものであったと思う。遅くとも1965年中に選挙が
行われることになろうが，公正な選挙であるよう全力をあげて努力するつもりで
ある。 :B. W., 11. 20.: 
l ITCの決定に対するタイ国業者の反応一ータイ国の錫関係業者は，今回の国際
スズ委員会（ITC）の決定を大いに歓迎している。今回新に定められた最低価格は，
錫採掘業者に投資の安全を保証するに十分だからである。 :B. P., 11. 20.: 
（注〉 ITC は 11月13～14日まで第 16回めの会議を開いて次のような決定を行っ
た。
1. 1963年12月5日（二定めら fLた最高価格トンあたり 1000ポンド，最低価格850
ポンドを各々1200ポンドラ 1000ポンドに引き上け、る。
2. 現在の錫の供給不足にかんがみラ生産増加対策を検討する常設委員会を設
る。 :B. P., 11. 20._ 
1 月23E:1 
Vタナット外相訪韓ーータナット外相は韓国政府との会談のため京城にむけ出





























の問題につき合ったc 〔B.W. 11. 26.〕
f Banchak精油所一一公報局長 KritPunnakan中将は次のように諾った。
1. 閣議はこの問題を検討してきた委員会の報告にもとずき，国防省Banchak
精油所を U S. Summit Companyに貸与することに決定した。
2. US. Summit Co.は，自社の費用で、同精油所の精油能力を現在の 5000パ
レノレ (1日）から l万5000バレルまで拡張する意向であるが，このため過剰生産
になることはない。この生産量と TORCのSriracha精油所の生産量とを合計す






















る。ダムの貯水能力は12億立方メートノレ。 =B. W. 1. 27., B. P. 1. 28.〕
1 月28日
V共産主議容疑者の釈放一一警察局は36人の共産主義容疑者を釈放した。これら
36人はいずれも ThepChotinuchit, Vichit Chandawong, Boontai Narmpakaiの
グ、ノレープに所属していた。なお，以上3人のリーダーは今回の釈放者の中に含れて












































ロエイ県 Ku-yang郡と Ku-ang郡にまたがる鉄鉱脈が発見された。 この鉄鉱


















































































疑者の検束が完了していないからであるという。 CB. P. 12. 1., 12. 2.〕
V固有鉄道総裁後継者一一閣議は国有鉄道総裁の後継ノ昔としてSaengChulcharit 
少将を起用することに決めた。現総裁 SwaiSwaisaenyakorn大将は12月一杯で辞










4. 織物類の輸入関税率は従来の 22%から 25%に， 者｛多品の一部については
27.5%から30%に，同じく他の一部については37%から40%に引き上げる。




































ている。 〔B.W. 12. 2.〕
vスパイ容疑者一一プラサート・ノレチラウォン警察局長は次のように述べた。
今度逮捕した 3人のスパイ容疑者につきどの程度の国家機密が外国に売られた

















































































2. さきに逮捕した5名のうち 3名の氏名は次の通りである。 ChuerKrase-art 
大佐， BoonparerksChatamara中佐， CharatPisuthipan中佐，また当局はこの











































万パーツ以上でかなり規模のものである。 これら 3工場とは，（1)Somboon Axle 
and Gear Company。資本3'0万パー：y0 (2) Hoesh Thai Company薬品工場。
資本1805万1000パーツO (3) Saengfah Pochana Industry Company調味料工場。






ていた。 〔B.W. 12. 8.〕
V洪水の被害総額 このほど農林省がまとめたところによると， 10月の大洪水
よる水田の全国被害総額は4億パーツで，昨年の洪水による被害額のほぼ2倍であ
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支出総額 11〆130





























努めたい。 〔B.P. 12. 12., B. W. 12. 12.〕
T TORC操業開始一一タノム首相，ムニ工業相ら出席のもとに TORC(Thai Oil 
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Refinery Company Ltd.）の Sriracha精油所の開所式が行われた。
（注〉 TORC設立の経過，その生産能力などは次の通り。









3. 精油所建設にあたっては RoyalDutch Shellグループの諸会社が建設に
必要なすべての技術を提供した。完成後の Sriracha精油所の経営は 10年の間
Royal Dutch Shellが行うことになっている 0 （所有権は TORCが持つ〉
4. Sriracha精油所は，原油と製品の海土輸送に便利な地点にある。このた
め精油所製品の海上輸送を受け持つ会社が1962年に設立された。同社はTPTC
(Thai Petroleum Transports Co . , Ltd.）とよばれ，奨励法適用をうけ， 2000重
量トンのタンカー 4隻で営業する予定である。 4隻合計の建造費は約7500万パ
ーツ， ShellInternational Marine Ltd. （当日寺は ShellTankers Ltd.）がその
建造に協力した。






























1933年陸軍士官学校卒業。 1937年より航空隊に所属。 1944年より参謀。 1957年空
軍総司令官。 1958年退役，以来国防省秘書課勤務。 Surin警察大佐の叔父にあた









































情報によると 13日の空軍将官逮捕とともに Nal日 ob空軍大将の運転手 Yuan
Charoenpon空軍軍曹と，同じく Nakrob空軍大将家使用ノに 3名が逮捕された。こ
れで14日までの逮捕者は警察・軍関係者12名，民間人3;t，計15名となった。





ろ空軍からは誰も参加していない。 〔B.W. 12. 15.〕
V クーデター計画調査委員会一一警察局長プラサート警察大将は次のように語っ
fこ。
































な事実はない。 〔B.P. 12. 18.J 
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Vタノム首相クーデター計画について一一一タノム首相は次のように語ったc





べきである。 〔B.P. 12. 18.J 









〔B.W. 12. 17.J 
Vタイニ独貿易一一ー貿易局の報告によると，今年度前半期におけるタイ＝西独貿
易はタイ側の 2億5480万パーツにおよぶ入超に終った。この貿易収支の赤字は昨年
同期のそれよりも9500万パーツ多い。 〔B.P. 12. 17.J 
V奨励法適用企業一一投資委員会は次の 2企業に対し投資奨励法適用を認めた。
(1) Bankhen Brick Companyの床タイル工場。生産能力年間床タイル 100万kg
タイ人33名を雇用する予定。奨励証書交付後28ヵ月以内に操業開始。（2)Pong 
Sarasin氏の 8階建ホテル。 142室。タイ人80人を雇用する予定。奨励証書交付後
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ことになっている。 :B. P. 12. 18.; 
' 5名の無実，明らかとなる一一警察局が明らかにしたところによると，調査の
結果 Visit警察大佐は今回のクーデタ一事件には無関係であることが判明した。ま
た Nakrob空軍大将とともに逮捕された空軍軍曹 1:!6, Nakrob家使用人3名も事






























情購入額40億6642万8893パーツ。現地雇用者数4万7404人。 〔B.P. 12. 23.〕
12月2む日
l Nakrob空軍大将の釈放拒否一一一制憲議会議長 LuangSuthj Suthisarn大将は
次のように述べた。
Nakrob空軍大将はヲ次期制憲議会に出席するとの理由で私に釈放要求を依頼
して来たが，私はこれを拒否した。 〔B.W. 12. 20.〕
12月 22日
V閤議 Puey中央銀行総裁を慰留一一閣議はPuey現中央銀行総裁に対し現在のポ



















































ことし 1年間に先発3社のノックダウン生産を含め， I万5000台の乗用車、 ト
ラックを輸出している。さらに，通産省の見通しによると，タイ国の自動車需
要は年間平均10%の伸びだが，日本製自動車の需要はこれを土回って年15%ふ
























:B. P. 12. 30.〕
12月 29日
V憲法草案の写し，議員に配布一一このほど完成した憲法草案の写しが制憲議会
議員に配布された。 〔B.P. 12. 29.〕
V さらに 2名逮捕ラクーデター計画一一プラサート・ノレチラウォン警察局長は次
のように述べた。
1. 12月28日に，クーデター計A 画に参加していた容疑でさらに 2名を逮捕し





2. 調査の過程でさらに多くの逮捕者が出る見込である。 [B. P. 12. 31.〕
v共産主義者容疑の 3僧侶釈放一一軍事法延は PhraMaha Manat Jittatumo 
一（245）一
タイ
Phra Maha Nakorn Khemplai (Mahathat寺院）， Phra Maha Sangrien Techalo 







Nakorn Payungyart, Sangrien l¥Iupaopong〔同！！国〉で為る二










































き渡しは今年度12月から来年度 1月にかけて行われる。 :B. P. 12. 31.〕
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